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１．近未来技術の実証について

①小型無人機（ドローン）
②自動走行
③遠隔診療
④遠隔教育
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「近未来技術実証特区検討会」の開催 【平成２７年１月１３日】



１／１５ 第１回 － 検討会の設置、提案募集の開始、「自動飛行」ヒアリング
・ 野波健蔵 千葉大学特別教授 ・ ヤマハ発動機株式会
・ セコム株式会社 ・ 綜合警備保障株式会社 など

２／ ９ 第２回 － 「遠隔医療」ヒアリング
・ 酒巻哲夫 特定非営利活動法人日本遠隔医療協会理事長
・ 武藤真祐 医療法人社団鉄祐会理事長

・ 松本純夫 東京医療センター名誉院長、日本内視鏡外科学会監事、ロボット支援手術検討委員会顧問

２／２７ 第３回 － 提案募集結果・共通課題の報告、「自動走行」ヒアリング
・ 須田義大 東京大学生産技術研究所、次世代モビリティ研究センター長 教授
・ 猪野聰之輔 慶應義塾大学大学院、メディアデザイン研究科附属メディアデザイン研究所 リサーチャー
・ 谷口 恒 株式会社ＺＭＰ代表取締役社長

３／３０ 第４回 － 「遠隔教育」、「近未来技術関連ベンチャー」ヒアリング、デモンストレーション
・ 長野県伊那市

・ 夏野 剛 慶應義塾大学政策・メディア研究科特別招聘教授
・ 孫 泰蔵 Mistletoe株式会社代表取締役社長兼ＣＥＯ
・ 本荘修二 多摩大学大学院客員教授
・ 杉江 理 WHILL株式会社ＣＥＯ ・ 野波健蔵 千葉大学特別教授

４／２７ 第５回 － 「近未来技術関連ベンチャー」ヒアリング
・ 山海嘉之 筑波大学システム情報系教授・サイバニクス研究センター所長、CYBERDINE株式会社 代表取締役社長
・ 袴田武史 株式会社ispace 代表取締役

７／１９ 第６回 － 「秋田県仙北市（田沢湖スキー場）」における「自動飛行」デモンストレーション
・ 野波健蔵 千葉大学特別教授 ・ ミニサーベイヤーコンソーシアム会員企業 5

「近未来技術実証特区検討会」 検討経緯（平成27年）
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「近未来実証特区におけるプロジェクト」提案募集の結果
【集中受付期間】 1/15～2/13 （※）その後も随時受付
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少なくとも特区において実現すべき規制改革事項（例）


